
第183回水道GLP認定委員会（５月16日）

水道 GLP認定について審議した結果、兵庫県企業庁（JWWA-GLP017）、広島市水道局

（JWWA-GLP018）、藤吉工業株式会社（JWWA-GLP066）、株式会社環境保全コンサルタント

（JWWA-GLP068）、佐賀西部広域水道企業団（JWWA-GLP069）及び株式会社環境計量セン

ター（JWWA-GLP140）の認定更新を決定した。

また、福岡県南広域水道企業団（JWWA-GLP040）、宇都宮市上下水道局（JWWA-GLP041）

及び株式会社新環境分析センター（JWWA-GLP126）の認定維持を決定した。

さらに、福山市上下水道局（JWWA-GLP027）、株式会社総合保健センター（JWWA-

GLP028）、株式会社安全性研究センター（JWWA-GLP120）、株式会社エオネックス（JWWA-

GLP121）及び徳島市上下水道局（JWWA-GLP142）の認定延長を決定した。

全国水道企業団協議会第67回総会（５月23日～24日）

全国水道企業団協議会第67回総会（開催地事務局：中国四国地区協議会／岡山県南部水道

企業団及び備南水道企業団の共催）が、倉敷市の「倉敷アイビースクエア」において開催さ

れた。

１日目：開会式では、開催地代表として備南水道企業団の伊東企業長（倉敷市長）、全国

水道企業団協議会会長の阪神水道企業団吉田企業長から挨拶があった後、厚生労働大臣、総

務大臣、岡山県知事、日本水道協会理事長、日本水道工業団体連合会専務理事、水道技術研

究センター理事長より祝辞があった。

続いて表彰式では、全国水道企業団協議会会長表彰として、11名が表彰された。

会議では「会務報告」の承認を得たのち、「令和４年度歳入歳出決算」、「令和５年度歳入

歳出予算（案）」の各議案が上程され、原案のとおり決定した。

その後、会員提出問題の討議に入り、問題１「水道事業に対する財政支援の拡充及び要件

の緩和等について」、問題２「水道施設の更新・再構築事業等に対する新たな財政支援制度

の確立について」、問題３「水道事業における IoT・新技術活用推進モデル事業の制度拡充

等について」、問題４「省エネルギー・再生可能エネルギー設備の導入促進に向けた柔軟な

制度運用について」、問題５「地方公営企業繰出制度の義務化及び拡充等について」、問題６

「公的資金補償金免除繰上償還制度及び公営企業借換債制度の復活について」、問題７「水道

施設の災害対策事業に対する財政支援について」、問題８「水利権制度の柔軟な運用につい

て」、問題９「水源地域における関係機関の連携及び行財政支援について」、問題10「新規の

地下水利用専用水道の揚水規制等に係る法整備について」、問題11「電気料金の高騰に対す

る財政支援の継続・拡充等について」、問題12「放射性物質濃度が基準値以下となっている

浄水発生土の適正な再利用について」が一括上程され、討議の結果、全ての問題を関係当局



に陳情することと決定した。

次に、厚生労働省医薬・生活衛生局の竹中

水道課課長補佐、総務省自治財政局の橋本公

営企業経営室長よりそれぞれ最近の水道行政

の動向に関する説明があった。

最後に、次期総会について、九州地区協議

会の福岡地区水道企業団を事務局として開催

することと決定した。

第２日目：高梁川・小田川合流点付け替え

事業について現地視察を行った。

視察の様子表彰式の様子

第12回日水協ビジョン（案）アドバンス委員会（５月29日）

青木理事長による開会挨拶の後、日水協ビ

ジョン（案）に定める具体的行動方策やチャ

レンジ等について、令和４年度の達成状況を

本協会各部の委員から報告した。

続いて、令和５年度・令和６年度の行動目

標等に関する情報共有や、より一層の進捗を

図るための意見交換等を行った。

水道基礎講座（東京会場第１回：５月31日～６月２日、東京会場第２回：６月７日～９日）

水道業務に従事する新規採用職員（事務系・技術系）の方々141名（東京会場第１回80名、

東京会場第２回85名）の参加を得て、「水道概論」、「水道経営」、「水道システム概論」につ

いて研修を実施した。

会議の様子



令和５年度第１回理事会（６月６日）

青木理事長が議長となり、報告事項１「公

益社団法人日本水道協会の会務」について報

告した。

続いて、議案の審議に入り、第１号議案

「公益社団法人日本水道協会役員候補者」、第

２号議案「令和４年度公益社団法人日本水道

協会会計決算」、第３号議案「会員の入会」

についてが上程され、審議の結果、それぞれ

原案のとおり決定した。

令和５年度第１回運営会議（６月６日）

青木理事長が議長となり、報告事項１「水

道行政の国土交通省及び環境省への移管」、

報告事項２「東日本大震災被災地への復興支

援」、報告事項３「地震等緊急時における初

動対応の迅速化に向けた関係者の取組み強

化」、報告事項４「水道事業における広報マ

ニュアルの改訂」、報告事項５「第65回水道

週間」、報告事項６「IWA（国際水協会） -

ASPIRE（アジア太平洋地域）会議・展示会」、

報告事項７「令和５年度水道イノベーション賞」について、それぞれ事務局から報告があった。

続いて議案「令和６年度水道関係予算の要望」についてが上程され、審議の結果、原案の

とおり決定した。

会議終了後、議案の決議に基づき、出席委員全員により関係国会議員及び厚生労働省、総

務省、国土交通省、環境省に対し陳情を行った。

自由民主党厚生関係団体委員会副委員長 
泉田裕彦衆議院議員への陳情

自由民主党水道事業促進議員連盟顧問 
逢沢一郎衆議院議員への陳情



自由民主党水道事業促進議員連盟幹事長 
盛山正仁衆議院議員への陳情

自由民主党水道事業促進議員連盟事務局長 
務台俊介衆議院議員への陳情

自由民主党水道事業促進議員連盟 
深澤陽一衆議院議員への陳情

公明党上水道・簡易水道整備促進議員懇話会
顧問　角田秀穂衆議院議員への陳情

公明党上水道・簡易水道整備促進議員懇話会
幹事長　横山信一参議院議員への陳情

公明党上水道・簡易水道整備促進議員懇話会
幹事　日下正喜衆議院議員への陳情

公明党上水道・簡易水道整備促進議員懇話会
幹事　山本香苗参議院議員への陳情

佐々木昌弘　厚生労働省生活衛生・ 
食品安全審議官への陳情



馬場健　総務省自治財政局官房審議官 
への陳情

高橋謙司　国土交通省大臣官房総括審議官 
への陳情

松原誠　国土交通省水管理・国土保全局 
下水道部長への陳情

和田篤也　環境事務次官への陳情

小野洋　環境省地球環境審議官への陳情 鑓水洋　環境省大臣官房長への陳情

秦康之　環境省水・大気環境局長への陳情



第164回水道事業管理者協議会（６月７日）

はじめに、日本水道協会調査課　宮田調査

課長より『水道事業における広報の重要性～

『水道事業における広報マニュアル』の改訂

背景より～』をテーマに講演を行った。

次に、メンバー都市等から提案された情報

交換事項「①給水量増加のための広報のあり

方について」、「②障がい者への対応につい

て」、「③生活基盤施設耐震化等交付金の

PPP/PFI導入の民間提案の要件化について」

の３題について、それぞれ情報交換を行った。

最後に、令和６年度水道行政の国土交通省及び環境省への移管について、メンバー都市か

ら集約した意見を、事務局から報告した。

第772回抄録委員会（６月９日）

本誌９月号・10月号に掲載する外国文献の抄録内容等について審議を行った。

第195回水道統計編纂専門委員会（６月９日）

はじめに、議題１「委員長の互選について」

を上程し、委員長に山崎愛知県企業庁水道部

水道計画課担当課長が選任された。

続いて、議題２「水道統計の経年分析（令

和３年度）について」を上程し、令和３年度

水道統計経年分析の執筆分担等について、事

務局より説明を行い了承された。次に、議題

３「令和４年度水道統計調査について」を上

程し、令和４年度水道統計における調査項目

の追加について、事務局より説明を行い了承された。


